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3.2 コア抜きによる補強効果 

図-5に，FEM解析による無補強時とコア抜き補強時

の最大主応力分布を示す．無補強時では，回し溶接端

部に227MPaの最大応力が発生している．回し溶接をす

べて取り除くφ40mmのコア抜き補強は，最も効果的

で円孔縁部で最大主応力の最大値が102MPaとなり，無

補強時の半分以下(45%)に応力が低減される． 

φ25mm×2箇所のコア抜き補強は，円孔縁部で最大主

応力の最大値が129MPaとなり無補強時の約6割(57%)

に応力が低減される．回し溶接の一部だけ削除するφ

25mmのコア抜き補強は，円孔縁部では57MPaとなるが，

残存している回し溶接端部に無補強時と同じ227MPa

程度の最大応力が発生する．したがって最終的には，

残存している回し溶接が破断し，φ25mm×2箇所のコ

ア抜き補強と同じ応力状態になると予測される． 
４ 静的載荷実験 
 載荷方法は両端支持の中央一点載荷とした．  

4.1 コア抜きによる補強効果 
図-6に，各補強時の長手方向の応力測定

結果示す．無補強時では，回し溶接部の応

力が最も高く，コア抜きをすることで，円

孔壁の応力が最も高くなる．コア抜き補強

後の円孔壁の実測応力は，解析結果と同様

でφ25mmが最も高く，φ25mm×2とφ

40mmでは，φ25mm×2のほうが高い．そ

れぞれの実測値と解析値はほぼ近い値を

示していることから，回し溶接部を削除す

るコア抜きを行うことでも，無補強時と比

べ，最大応力を半分程度に低減できる． 

５ おわりに 

フランジアタッチメントギャップ部の

疲労強度向上法として，以下の結果が得られた． 

(1) 連結板を用いたアタッチメントの連続化により，上側あるいは両側を連結板による補強を行うことによって，

無補強時の応力の最大値を半分以下に低減することができる． 

(2) 回し溶接を削除するコア抜きを行うことにより，き裂発生源の回し溶接部を削除し，応力の最大値を半分程度

に低減することができる． 

今後，連結板補強時の静的載荷試験を行って応力低減効果を確認し，コア抜き補強とともに疲労実験を行う予定で

ある． 
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図-5 無補強時とコア抜き時の最大主応力分布 

図-6 横断面の応力分布（コア抜き補強時） 
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